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措肉の全面崎外註化阻止へ。強修

9 • 
九
月
一
九
日
、
車
両
技
術
分
科
は

乗
務
員
分
科
と
共
催
で
検
修
・
構
内

外
注
化
反
対
の
総
決
起
集
会
を
開
催

し
た
。
集
会
は
各
支
部
代
表
を
は
じ

め
と
し
て
会
場
を
一
杯
に
す
る
熱
気

あ
ふ
れ
る
中
で
開
催
さ
れ
た
。
高
橋

副
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

星
事
務
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

来
賓
と
し
て
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
起

っ
た
本
部
中
野
委
員
長
は
、
『
い
ま
、

世
界
は
混
沌
と
し
て
い
る
。
九
・
一

一
の
ゲ
リ
ラ
を
ど
う
見
る
の
か
。
一

切
の
責
任
は
米
帝
に
あ
る
。
報
復
戦

争
は
第
三
次
世
界
大
戦
を
起
こ
し
か

ね
な
い
。
九
・
一
一
で
世
界
は
大
き

く
か
わ
っ
た
。
大
恐
慌
前
夜
と
言
え

る
。
ア
メ
リ
カ
で
日
本
で
株
価
が
大

暴
落
し
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
経
済

危
機
を
戦
争
で
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ど
う
し
た
ら
世
界
の
人
々
が

生
き
て
い
け
る
の
か
、
労
働
者
が
団

結
し
て
搾
取
の
な
い
世
界
に
し
な
い

と
い
け
な
い
。
二
つ
自
の
問
題
は
J

R
の
問
理
た
。
移
行
か
ら
三
卒
、

今
第
二
の
分
割
・
民
営
化
が
来
て
い

る
。
そ
れ
が
ニ
ュ

i
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

二
一
だ
。
外
注
化
は
単
な
る
合
理
化

で
は
な
い
。
今
ま
で
は
合
理
化
さ
れ

て
も
必
要
最
小
限
は
直
営
だ
っ
た
。

会
社
の
根
本
的
な
在
り
方
が
変
わ
る
。

終
身
雇
用
制
も
変
わ
る
。
東
労
組
、

国
労
も
ほ
と
ん
ど
の
ん
で
い
る
。
反

対
し
て
い
る
の
は
動
労
千
葉
だ
け
だ
。

困
難
な
情
勢
で
勝
て
る
条
件
は
「
シ

ニ
ア
制
度
」
を
前
提
に
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
四

O
年
以
上
働
い
て
き

ル
畦
鵡
瞭
A
A
宮
冒
武
甘
書
調
嗣
掴
慌
却
位
置
京
脇
田

外
注
化
を
め
ぐ
る
動
き
で
は
本
社
提
案
を
受
け
て
、

J
R東
労
組
が
3
月

に
裏
切
妥
結
。
そ
し
て
各
支
社
で
提
案
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
千
葉
支
社

で
は
ま
だ
提
案
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
際
、
東
京
、

一
…
横
浜
支
社
で
は
6
月
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
秋
に
も
実
施
さ
れ
よ
う
と

一
し
て
い
る
。
高
崎
支
社
で
は
9
月
初
日
に
提
案
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

一
し
、
そ
の
数
も
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
確
信
が
会
社
に
な
い
こ
と

一
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
設
備
部
門
の
外
注
化
は
東
日
本
全
体
で
3
3
1

一
2
名
、
千
葉
支
社
で
は
3
0
0名
の
提
案
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

3
分
の

2

で
か
出
向
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
申
し
入
れ
を
行
い
、
団
交
を

一
行
な
っ
て
き
た
が
会
社
は
具
体
的
な
回
答
を
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
外
注

一
化
は
第
二
の
分
割
・
民
営
化
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ

1
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
引
に
よ
る

一
一
万
人
削
減
計
画
の
中
心
的
な
攻
撃
で
あ
る
。
ニ
ュ
!
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
引
は

、
鉄
道
事
業
固
有
の
技
術
力
を
放
棄
し
、
安
全
の
崩
壊
に
直
結
す
る
も
の
だ

。
ま
た
、
こ
れ
は
シ
ニ
ア
制
度
と
一
体
の
組
織
攻
撃
で
も
あ
る
。
最
後
に
検

修
職
場
か
ら
の
怒
り
の
総
決
起
で
必
ず
、
破
綻
に
追
い
込
め
る
。

シ
ニ
ア
制
度
粉
砕
、
当
該
組
合
員
を
守
り
ぬ
き
、
諸
悪
の
根
源
、

J
R結

託
体
制
粉
砕
、

J
R総
連
解
体
、
外
注
化
阻
止
ヘ
車
両
技
術
分
科
は
総
決
起

し
て
た
た
か
い
ぬ
こ
う
。

…
橋
本
一
嘉
一
一
員
分
科
会
畏
あ
い
さ
つ

i
i
i
J

乗
務
員
分
科
会
も
同
日
に
役
員
会
を
開
催
し
、
外
注
化
反
対
に
た
ち
あ
が
…

…
る
。
第
一
に
外
注
化
攻
撃
は
シ
ニ
ア
協
定
に
よ
り
労
働
者
を
あ
お
り
、
労
組
…

…
破
壊
攻
撃
で
あ
る
。
第
二
に
労
働
者
を
半
数
以
下
の
体
制
に
す
る
。
働
く
場
…

…
所
が
な
く
な
る
。
第
三
に
安
全
を
破
壊
す
る
。
長
期
展
望
が
な
い
。
技
術
力
…

…
は
一
朝
一
夕
に
獲
得
で
き
な
い
。
安
全
運
行
の
責
任
を
根
底
的
に
破
壊
す
る
…

…
。
外
注
化
の
絶
対
阻
止
へ
長
期
的
に
乗
務
員
分
科
も
闘
う
。

た
労
働
者
が
安
い
賃
金
で
働
か
さ
れ
、

外
注
化
の
手
先
に
使
わ
れ
る
悪
ら
つ

極
ま
り
な
い
攻
撃
で
あ
る
。
現
在
、

千
葉
支
社
は
、
提
案
で
き
な
い
で
い

る
。
六

O
才
以
上
の
労
働
者
を
確
保

で
き
な
い
か
ら
だ
。
敵
の
悪
逆
非
道

の
所
に
弱
点
が
あ
る
。
本
質
を
見
極

め
て
職
場
を
死
守
し
よ
う
。
動
労
千

葉
が
本
当
の
意
味
で
多
数
派
を
形
成

し
よ
う
。
大
会
で
新
し
い
執
行
部
を

み
ん
な
の
力
で
創
ろ
う
。
車
両
技
術

分
科
の
体
制
を
し
っ
か
り
と
し
て
闘

っ
て
い
こ
う
』
と
全
体
に
訴
え
た
。

続
い
て
、
橋
本
乗
務
員
分
科
会
長
、

三
代
川
事
務
分
科
会
長
か
ら
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
の
ち
、
佐
藤
車
両
技
術

分
科
会
長
が
基
調
報
告
を
行
な
っ
た

(
要
旨
別
掲
)
。

基
調
報
告
を
受
け
て
、
各
支
部
代

表
と
支
部
技
術
分
科
の
代
表
か
ら
決

意
表
明
を
受
け
、
最
後
に
佐
藤
会
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

l
で
終
了
し
た
。

大失業と戦争の時代に通用する新しい世代の動労千葉を創りあげよう!

一
三
代
川
事
務
分
科
会
長
あ
い
さ
つ

外
注
化
さ
れ
る
と
事
務
の
仕
事
も
な
く
な
る
。
事
務
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
…

…
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
行
く
と
こ
ろ
が
な
く
な
る
。
事
務
分
科
も
外
注
化
阻
止
へ
…

…
闘
う
。


